十月の ある 午後、 僕 等 三人 は 話し合いながら、 松の 

中の 小 みちを 歩いて いた。 小み ちに は どこに も 人 かげ 

こずえ ひよ どり 

はなかった。 ただ 時々 松の梢に 鵪 の 声の する だけ 

だった。 

の たまつ き だ い 

「ゴ オダの 死骸 を 載せた 玉 突 台 だね、 あの 上で は 今で 

も 玉 を 突いて いるが ね。 …… 」 

西洋から 帰って来た S さん はそんな こと を 話して 聞 

かせたり した。 

うす ごけ みかげいし 

そのうちに 僕 等 は 薄 苔の ついた 御影石の 門の 前へ 通 

は ひょうさ つ ゆうゆうそう 

りかかった。 石に 嵌め こんだ 標札に は 「悠々 荘」 と 書 

いてあった。 が、 門の 奥に ある 家 は、 —— 茅葺き 屋根 



はぎ 

すると T 君 は 考え深 そうに 玄関 前の 萩に 目をや つ た 

のち 

後、 こう 僕の 言葉に 反対した。 

「いや、 去年まで は 来て いたんだ ね。 去年 ちゃんと 刈 

りこ まなけ り や、 この 萩 はこう は 咲く もんじ やない ご 

かべ つち 

「しかし この 芝の 上 を 見 給え。 こんなに 壁土 も 落ちて 

しんさ い 

いるだろう。 これ は 君、 震災の 時に 落ちた ままに なつ 

ている のに 違いない よご 

僕 は 実際 震災の ために 取り返しの つかない 打撃 を受 

そうそう きづた 

けた 年少の 実業家 を 想像して いた。 それ はまた 木蔦の 

ガラス 

からみついた コッ テェジ 風の 西洋 館と —— 殊に 硝子 窓 

しゅろ ばしょう いくかぶ 

の 前に 植えた 棕櫚ゃ 芭蕉の 幾 株 かと 調和して いるのに 



違いなかった。 

しかし T 君 は 腰 を かがめ、 芝の 上の 土 を 拾いながら、 

もう 一 度 僕の 言葉に 反対した。 

えんげいよう ふしょくど 

「これ は 壁土の 落ちた のじ やない。 園芸 用の 腐蝕 土 だ 

よ。 しかも 上等な 腐蝕 土 だよ ご 

僕 等 はいつ か 窓 かけ を 下した 硝子 窓の 前に 佇んで 

ろうび き 

いた。 窓 かけ は、 もちろん 蠟 引だった。 

うち 

「家の 中 は 見えない かね ご 

僕 等 はそんな こと を 話しながら、 幾つかの 硝子 窓 を 

のぞ 

視 いて 歩いた。 窓 かけ は どれ も 厳重に 「悠々 荘」 の 内 

部 を 隠して いた。 が、 ちょうど 南に 向いた 硝子 窓の 



かまち くすりびん 

框 の 上に は 薬 壜がニ 本 並んで いた。 

ョ才ド ざ い 

「はは あ、 沃度剤 を 使って いたな。 —— -」 

S さん は 僕 等 を ふり 返つ て 言った。 

はいびょう かんじゃ 

「この 別荘の 主人 は 肺病 患者 だよ ご 

すすき うし まわ 

僕 等 は 芒 の 穂 を 出した 中 を 「悠々 荘」 の 後ろへ 廻つ 

あかさび とたんぶ き な や 

て 見た。 そこに はもう 赤銷の ふいた 亜鉛 葺の 納屋が 

ひとむね 

一棟あった。 納屋の 中には スト ォヴ がー つ、 西洋風の 

せ つ こう にょにん ぞう 

机が 一 つ、 それから 頭 や 腕の ない 石膏の 女人 像が 一 つ 

まこ J 

あった。 殊に その 女人 像 は 一面に 埃に おおわれ たま 

ま、 スト ォヴの 前に 横にな つていた。 

なぐさ 

「すると その 肺病 患者 は 慰 みに 彫刻で もや つていた 



のかね ご 

らん 

「これ もやつ ぱり 園芸 用の もの だよ。 頭へ 蘭な どを植 

える もので ね。 …… あの 机 や スト ォヴ もそう だよ。 こ 

の 納屋 は 窓 も 硝子に なって いるから、 温室の 代りに 

使って いたんだ ろうご 

T 君の 言葉 はもつ ともだった。 現に その 小さい 机の 

上に は 蘭 科 植物 を 植える のに 使う コルク 板の 破片 も 載 

せて あった。 

ずつ 寸、 - た-' 

「おや、 あの 机の 脚の 下に ヴィク ト リア 月経帯の 缶 も 

ころが つてい る ご 

「あれ は 細君の …… さあ、 女中の かも 知れない よご 



くしょう 

S さん は、 ちょっと 苦笑して 言った。 

「じゃこれ だけ は 確実 だね。 —— この 別荘の 主人 は 肺 

病に なって、 それから 園芸 を 楽しんで いて、 …… 」 

「それから 去年 あたり 死ん だんだ ろうご 

僕 等 はまた 松の 中 を 「悠々 荘」 の 玄関へ 引き返した。 

はなす すき 

花 芒 はいつ か 風 立って いた。 

「僕 等の 住む に は 広 過ぎる が、 —— しかしと にかく ゆ 

うち 

い 家 だね。 …… 」 

あが ひとりごと 

T 君 は 階段 を 上りながら、 独 言 のようにこう 言った。 

「このべ ルは 今でも 鳴る かしら ご 

きづた ボタン 

ベル は 木蔦の 葉の 中に わずかに 釦を あらわし てい 



た。 僕 は その ベルの 釦へ —— 象牙の 釦へ指 を やった。 

ベル はも 憎 鳴らなかった。 が、 万一 鳴った としたら、 

ぶ き み 

僕 は 何 か 無気味に なり、 二度と 押す 気に はなら な 

かった。 

「何と 言った つけ、 この 家の 名 は？」 

S さん は 玄関に 佇んだ まま、 突然 誰に ともなし に 

尋ね かけた。 

「悠々 荘？」 

「うん、 悠々 荘ご 

僕 等 三人 はしば らくの 間、 何の 言葉 も 交さずに 茫 

然と 玄関に 佇んで いた、 伸び 放題 伸びた 庭 芝 だの 



干 上った 古池 だの を 眺めながら。 

(大正 十五 年 十月 一 一十 六日 • 鵠沼) 
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